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実体験と創作
見合いか、恋愛か

2022/07/30

ワーグナーの手配書

いま、土曜講座ではワーグナーの《トリスタンとイゾルデ》を観ています。
先日、講座が終わったあとで、「先生は、恋愛結婚ですか、見合い結婚ですか？」
と訊かれました。私と家内とは。私が小学校の４年生のときから一緒に遊ん
だり栄をぶらついたり映画を観たりの幼なじみだったので、「成り行き結婚で
す」と答えました。

ワーグナーが《トリスタンとイゾルデ》を書いていたときは、政治犯として
ドイツを追われて、スイスのお金持ちのヴェーゼンドンクの別宅で妻のミン
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ナと過ごしていました。そのときに、ヴァーセンドンク夫人のマティルデと
不倫の仲となり、それも、俗に、「ワーグナーは《トリスタン》の製作に役立
てるためであった」と言われています。この不倫も、西洋版「藤十郎の恋」
だというのです。私は、この菊池寛の短編小説は好きではありません。どう
も、菊池寛の小説は、「無名作家の日記」や「入れ札」など、人をだます物語
なので好きになれません。

マチルデとワーグナーの関係も、創作に役立てようとわざわざワーグナーが
仕組んだように言われていますが、これはウソです。でも、数年後、あるパ
ーティでマチルデに出会ったワーグナーは、「見覚えがあるが、だれだったっ
け」と言ったそうですから、本当であったのかもしれませんね。(笑い)

「日本人は平和とか核軍縮などには冷淡だ」と言う意見に、ある評論家は、「い
まの日本は戦後生まれが大部分で、彼らは戦争体験がないから仕方がない」
と発言しました。それを聞いた別の批評家が、「そんなに日本人は、想像力が
ないのか！」と怒りました。

私は、和歌や小説やお芝居やオペラや映画などで、たっぷり、「恋愛経験」を
積んでいます。「ボバリー夫人は私だ」と言った小説家のフロベールと同じで、
「トリスタンは私です」。成り行き結婚でも、想像上の「不倫経験」は豊富で
す。ご安心下さい。名うてのワーグナーなら、なおさらです。想像力豊かな、
優れた作家や批評家やオペラ解説者にとって、創作上、芝居茶屋の女房お梶(か
じ)やマチルデなど、必要ありません。おだやかに、おだやかに。

都築正道


